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京
都
、
出
雲
と
日
文
研
の
思
い
出

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ト
ラ
ン
ス

私
が
日
文
研
に
着
い
た
の
は
二
〇
一
四
年
一
二
月
三
〇
日
で
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
三
〇
日
に
ア
メ
リ
カ
に

帰
国
、
ま
る
一
年
間
、
滞
在
し
た
。
京
都
滞
在
中
は
毎
日
の
よ
う
に
、
妻
と
一
緒
に
坂
の
下
の
ス
ー
パ
ー
、
イ

ズ
ミ
ヤ
へ
買
い
物
に
行
き
、
日
文
研
へ
の
坂
を
登
っ
て
帰
り
、
四
季
を
通
し
て
移
り
ゆ
く
自
然
を
観
な
が
ら
の

登
り
下
り
を
楽
し
ん
だ
。
は
じ
め
の
う
ち
は
随
分
、
妻
に
ぶ
つ
ぶ
つ
と
不
平
を
言
っ
て
い
た
の
だ
が
。
中
古
の

自
転
車
を
買
い
、
運
動
し
が
て
ら
猿
や
鹿
、
鳥
類
保
護
地
区
な
ど
、
日
文
研
周
辺
の
自
然
を
観
察
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
か
な
り
人
口
密
度
の
高
い
京
都
に
こ
の
よ
う
な
自
然
が
残
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
。

初
め
て
日
文
研
を
見
た
の
は
二
〇
年
以
上
前
で
、
故
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
タ
イ
ラ
ー
先
生
を
訪
ね
た
時
で
あ
っ

た
。
そ
の
当
時
、
家
は
あ
ま
り
な
く
、
バ
ス
も
ま
れ
で
あ
っ
た
。
現
在
は
、
高
級
住
宅
地
に
な
っ
て
い
て
驚
い

た
。
四
〇
年
前
に
一
年
間
ほ
ど
京
都
の
靴
屋
で
働
い
た
こ
と
が
あ
る
。
給
料
は
非
常
に
安
か
っ
た
が
、
毎
週
の

よ
う
に
京
都
見
物
を
し
て
い
た
。
七
〇
年
代
に
は
外
国
人
は
殆
ど
見
か
け
な
か
っ
た
。
街
並
み
は
貧
し
く
、
寺

に
は
自
由
に
入
れ
た
。
最
近
で
は
中
国
、
欧
州
、
イ
ン
ド
、
各
国
の
観
光
客
が
街
に
あ
ふ
れ
、
市
中
は
昔
と
比

べ
ら
れ
な
い
ほ
ど
繁
栄
し
て
い
る
。
し
か
し
、
私
の
若
い
こ
ろ
の
京
都
を
や
は
り
な
つ
か
し
く
思
う
。

さ
て
、
私
は
、
日
本
現
代
文
学
を
専
門
と
し
て
や
っ
て
き
た
が
、
か
な
り
以
前
か
ら
地
方
文
学
に
興
味
を
持

ち
、
明
治
三
〇
年
代
の
地
方
色
論
争
か
ら
始
め
て
、
地
方
と
し
て
の
異
郷
ま
た
は
理
想
郷
、
純
粋
日
本
を
保
存

す
る
空
間
、
郷
愁
と
し
て
の
対
象
等
、
現
代
日
本
文
学
及
び
そ
の
批
評
に
お
け
る
田
舎
は
、
繰
り
返
し
、
繰
り



129

返
し
、
現
れ
、
主
張
さ
れ
、
論
じ
ら
れ
て
来
た
の
で
、
そ
の
重
要
性
を
此
処
で
指
摘
す
る
必
要
は
な
い
と
思
う

が
、
地
方
文
化
を
定
義
す
る
の
は
、〈
中
央
／
地
方
〉
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
統
一
し
た

巨
大
な
組
織
は
複
数
の
未
分
化
の
地
方
を
全
体
的
に
定
め
る
。
私
の
以
前
の
研
究
に
よ
る
と
、
こ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム

に
従
う
と
あ
る
地
方
の
特
徴
性
を
蔽
い
隠
す
。
地
方
に
於
い
て
は
典
型
的
な
文
学
活
動
は
あ
り
得
な
い
し
、
そ

の
地
方
々
々
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
こ
の
た
め
に
、
一
つ
の
地
方
、
そ
の
地
方
の
観
点
か
ら
あ
る

文
化
史
を
書
こ
う
と
思
い
つ
い
た
が
、
こ
れ
は
思
っ
た
よ
り
難
儀
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
な
っ
て
い
る
。

様
々
な
理
由
で
、
出
雲
の
国
と
い
う
地
方
を
選
ん
だ
。
こ
の
長
年
に
わ
た
る
研
究
を
行
う
に
は
、
あ
る
地
方

に
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
必
要
と
思
う
。
東
京
、
京
都
、
大
阪
よ
り
私
の
出
雲
地
方
と
の
関
係
は
ず
っ
と
長
く
深

い
も
の
で
あ
る
。
妻
と
そ
こ
で
会
い
、
子
供
は
そ
こ
で
生
ま
れ
た
。
お
そ
ら
く
私
の
「
日
本
」
と
の
経
験
は

「
出
雲
」
と
の
経
験
で
あ
る
。
ま
た
、
本
格
的
な
昔
風
の
地
方
文
化
史
を
書
く
の
に
は
、
起
源
か
ら
始
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
出
雲
の
考
古
学
的
な
研
究
は
特
に
豊
富
で
あ
る
。
八
世
紀
に
完
成
し
た
『
出
雲
国
風
土
記
』

に
は
出
雲
の
自
然
と
名
産
物
、
交
通
線
と
国
内
の
郡
、
神
と
神
社
な
ど
が
描
写
さ
れ
て
お
り
、
古
代
の
出
雲
を

知
る
上
で
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。『
出
雲
国
風
土
記
』
の
記
録
に
よ
る
と
、
宗
教
的
な
意
味
で
も
出
雲
は
独
特

な
存
在
で
あ
る
。『
出
雲
国
風
土
記
』、「
出
雲
国
造
神
賀
詞
」「
出
雲
国
計
会
帳
」「
出
雲
国
大
税
賑
給
歴
名
帳
」

な
ど
―
瀧
音
能
之
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、「
出
雲
に
は
、
他
の
地
域
と
比
較
す
る
驚
く
ほ
ど
豊
富
な
古
代
史
料

が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
出
雲
地
域
の
特
殊
性
と
い
っ
て
も
良
い
で
あ
ろ
う
。」
鎌
倉
時
代
に
も
、
出
雲
の

国
の
特
殊
な
存
在
は
続
い
た
。
結
局
、
出
雲
の
人
々
に
と
っ
て
出
雲
地
方
は
中
央
で
あ
り
、
そ
の
観
点
か
ら
見

る
の
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
本
心
で
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
研
究
は
日
本
と
出
雲
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
文
研
は
こ
の
研
究
を
可
能

に
し
て
く
れ
た
。
鈴
木
貞
美
先
生
の
紹
介
で
、
ジ
ョ
ン
・
ブ
リ
ー
ン
先
生
の
招
待
を
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
ま
で
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の
私
の
専
門
は
現
代
日
本
文
学
で
あ
り
、
古
代
研
究
で
は
経
験
不
足
の
私
が
、
二
人
の
先
生
の
支
持
を
得
た
こ

と
に
、
感
動
し
た
。
日
文
研
で
受
け
た
待
遇
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
宿
泊
施
設
は
申
し
分
な
く
、
施
設
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ア
ク
セ
ス
は
良
か
っ
た
。N

ichibunken E
vening Sem

inar

、「
失
わ
れ
た
20
年
の
日
本
研
究

の
こ
れ
か
ら
」
の
よ
う
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
そ
の
他
の
講
演
と
共
同
研
究
の
会
合
と
発
表
は
非
常
に
面
白
く
、

最
近
の
日
本
に
関
す
る
一
流
前
進
的
な
研
究
を
知
ら
さ
れ
た
。
又
、
同
僚
の
外
国
人
研
究
員
と
の
交
際
は
楽
し

く
、
友
情
に
あ
ふ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

日
文
研
の
ス
タ
ッ
フ
は
皆
親
切
で
精
通
し
て
お
ら
れ
る
が
、
特
に
お
世
話
に
な
っ
た
の
は
、
図
書
館
の
人
々

で
あ
っ
た
。
日
文
研
の
図
書
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
手
に
入
ら
な
い
出
雲
に
関
す
る
資
料
が

多
く
、
本
当
に
役
に
立
っ
た
。
ス
タ
ッ
フ
は
図
書
館
に
な
い
本
や
雑
誌
記
事
を
快
く
注
文
し
て
下
さ
っ
た
り
、

外
の
大
学
か
ら
借
り
た
り
も
し
て
い
た
だ
い
た
。
彼
ら
に
は
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。

出
雲
の
国
は
歴
史
的
概
念
で
あ
り
、
地
方
行
政
の
観
点
か
ら
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
現
在
の
地
図
に

載
っ
て
い
な
い
出
雲
は
根
深
く
か
つ
具
体
的
な
イ
デ
ア
で
あ
り
、
島
根
県
に
住
ん
で
い
る
約
六
八
九
、九
六
三

人
な
ら
誰
で
も
そ
の
境
を
知
っ
て
い
る
。
島
根
県
内
の
石
見
の
国
と
の
境
は
三
瓶
山
あ
た
り
、
広
島
県
と
鳥
取

県
の
境
は
中
国
山
脈
の
日
本
海
側
の
分
水
嶺
に
大
体
は
ま
り
、
北
東
か
ら
南
西
の
日
本
海
に
面
し
た
海
岸
は
約

三
百
㎞
。
こ
の
想
像
上
の
国
を
探
検
す
る
た
め
、
現
地
調
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
も
、
日

文
研
の
管
理
者
と
先
生
た
ち
の
許
可
を
得
て
、
毎
月
一
週
間
か
ら
一
〇
日
間
ほ
ど
、
出
雲
地
方
を
訪
れ
た
。
出

雲
地
形
を
踏
査
し
、
出
雲
だ
け
で
得
ら
れ
る
資
料
を
集
め
た
。
こ
れ
も
、
日
文
研
が
可
能
に
し
て
く
れ
た
。

要
約
し
て
言
え
ば
、
私
の
思
い
出
で
は
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
日
本
研
究
の
た
め
の
理
想
的

な
環
境
で
あ
っ
た
。

（
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教
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）


